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会 長：熊谷　健　　副会長：井上　修　　幹事：小椋文成　　公共イメージ向上委員長：太田明良

第1730回例会　令和7年2月18日（火）

■ 点　鐘 12：30

我等の生業　　　平澤理ソングリーダー■ ソング  

ロータリーのマジック

■ 会長談話 熊谷健会長
　白内障手術の経過報告をします。１月 22 日に左目の手術をし、2 月 12 日に右目の
手術をしました。その間の３週間は、左目 1.0、右目 0.1 とガチャ目であったため、
仕事で書類を読むことも、文書を書くことも、大変難儀をしていましたが、漸く普通
の生活に戻ることができました。
　何故白内障の手術をしたかということですが、ものを見るときのぼやけがひどくな

り、車の運転が危なくなってきたということが、第一の理由です。
　また、ゴルフ部の方は御存じと思いますが、ゴルフボールが見えなくなり、同伴者の方に迷惑をかけてし
まうことも理由に挙げられます。ボールの行方が見えないだけでなく、フェアウェイの真ん中にあるボール
もよく見えないという状況でありました。
　そして、手術をして何が変わったかということですが、まず、両目の視力が 1.0 位に回復しました。それ
と同時に、近くのものが見えなくなり、老眼鏡が必需品となりました。今までは、眼鏡をして遠くを見る（結
構見ずらかったのですが）近くのものを見るときは眼鏡をはずすあるいは度の弱い眼鏡に代えてみるという
状況でしたが、今は全く逆の生活になり、未だ慣れていません。
　ですが、一番感じていることは、世間がこんなに青く美しいものであったということを知ったことです。
今までは、黄色くぼやけた世界にいたのですが、今や別の世界にいるような錯覚を覚えます。
　車の運転も楽になりました。疲れ目というのは相変わらずあるのですが、それでも今までよりくっきりと
見えます。ゴルフについては、来週結果が出ると思いますが楽しみにしています。

　さて、今日は、皆さんに大事なお願いがあります。お手元の資料にもありますが「分水 RC との交流事業
について」についてご参加のお願いです。
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2024-2025 国際ロータリーのテーマ

　分水ロータリークラブとは、平成 20年の友好提携以来、毎年のように交流事業を続けて参りました。途中、
コロナ禍で交流事業を控えていた時期もあるのですが、一昨年の４月に分水へ伺い「おいらん道中」を観覧
してきました。夜は例会を開催していただき、素晴らしい歓待を受けました。この時の我がクラブの参加者
は 16名。
　また、昨年は、分水ロータリークラブ創立 50 周年記念式典に参加させていただきました。この時の我が
クラブの参加者が20名。式典の後、２次会、３次会と設営していただき、２年続いて盛大な歓待を受けました。
　そして今年は、我がクラブの番です。高遠の桜を鑑賞していただき、夜の例会へ招待するという企画を立
てました。
　分水ロータリークラブからは、何と 19 名のメンバーが参加されることになっています。我がクラブとの
交流に参加される分水の皆様を、是非精一杯歓待したい。去年、一昨年のお返しをしっかり努めたいと思っ
ています。
　そこで、４月６日午後６時からの我がクラブの例会には、是非、全員参加をお願いしたいと、皆様に心よ
りお願いする次第です。

　なお、通知にもありますとおり、当日は「次年度の地区研修・協議会」が予定されています。ここ数年は、ズー
ムによるオンライン研修が行われていますが、今年はどのように行われるか未だ地区から連絡がありません。
通知にあります委員会の、委員長さんか副委員長さんのどちらかは、そちらへ参加していただくことになり
ますが、地区研修が終わりましたら午後６時からの例会に、必ずご参加をお願いしたいと思います。

　不躾なお願いで大変恐縮ですが、分水ロータリークラブとの交流会は、今年度下半期の一大事業と捉え、
親睦活動・友好委員会を中心に頑張っています。会員の皆様にも、その意をお汲み取りいただき、是非、ご
協力をお願い致します。

次頁へ続く

・支援留学生　エムディ . バディウル　アラム 様

■ ゲスト・ビジター紹介



■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり

今日はアラム君、卓話をよろしくお願いします。
皆さん、今週は寒い日が続くようです。体に気をつけて下さい。
支援留学生 アラムさん、本日は卓話をよろしくお願いします。
気がつけば 2月の最終例会です。
アラムさん、今日は卓話をよろしくお願いいたします。どんな話が聞けるか楽しみにして
います。

「2025-2026年度 地区委員委嘱状」

　白内障手術の経過報告をします。１月 22 日に左目の手術をし、2 月 12 日に右目の
手術をしました。その間の３週間は、左目 1.0、右目 0.1 とガチャ目であったため、
仕事で書類を読むことも、文書を書くことも、大変難儀をしていましたが、漸く普通
の生活に戻ることができました。
　何故白内障の手術をしたかということですが、ものを見るときのぼやけがひどくな

り、車の運転が危なくなってきたということが、第一の理由です。
　また、ゴルフ部の方は御存じと思いますが、ゴルフボールが見えなくなり、同伴者の方に迷惑をかけてし
まうことも理由に挙げられます。ボールの行方が見えないだけでなく、フェアウェイの真ん中にあるボール
もよく見えないという状況でありました。
　そして、手術をして何が変わったかということですが、まず、両目の視力が 1.0 位に回復しました。それ
と同時に、近くのものが見えなくなり、老眼鏡が必需品となりました。今までは、眼鏡をして遠くを見る（結
構見ずらかったのですが）近くのものを見るときは眼鏡をはずすあるいは度の弱い眼鏡に代えてみるという
状況でしたが、今は全く逆の生活になり、未だ慣れていません。
　ですが、一番感じていることは、世間がこんなに青く美しいものであったということを知ったことです。
今までは、黄色くぼやけた世界にいたのですが、今や別の世界にいるような錯覚を覚えます。
　車の運転も楽になりました。疲れ目というのは相変わらずあるのですが、それでも今までよりくっきりと
見えます。ゴルフについては、来週結果が出ると思いますが楽しみにしています。

　さて、今日は、皆さんに大事なお願いがあります。お手元の資料にもありますが「分水 RC との交流事業
について」についてご参加のお願いです。

　分水ロータリークラブとは、平成 20年の友好提携以来、毎年のように交流事業を続けて参りました。途中、
コロナ禍で交流事業を控えていた時期もあるのですが、一昨年の４月に分水へ伺い「おいらん道中」を観覧
してきました。夜は例会を開催していただき、素晴らしい歓待を受けました。この時の我がクラブの参加者
は 16名。
　また、昨年は、分水ロータリークラブ創立 50 周年記念式典に参加させていただきました。この時の我が
クラブの参加者が20名。式典の後、２次会、３次会と設営していただき、２年続いて盛大な歓待を受けました。
　そして今年は、我がクラブの番です。高遠の桜を鑑賞していただき、夜の例会へ招待するという企画を立
てました。
　分水ロータリークラブからは、何と 19 名のメンバーが参加されることになっています。我がクラブとの
交流に参加される分水の皆様を、是非精一杯歓待したい。去年、一昨年のお返しをしっかり努めたいと思っ
ています。
　そこで、４月６日午後６時からの我がクラブの例会には、是非、全員参加をお願いしたいと、皆様に心よ
りお願いする次第です。

　なお、通知にもありますとおり、当日は「次年度の地区研修・協議会」が予定されています。ここ数年は、ズー
ムによるオンライン研修が行われていますが、今年はどのように行われるか未だ地区から連絡がありません。
通知にあります委員会の、委員長さんか副委員長さんのどちらかは、そちらへ参加していただくことになり
ますが、地区研修が終わりましたら午後６時からの例会に、必ずご参加をお願いしたいと思います。

　不躾なお願いで大変恐縮ですが、分水ロータリークラブとの交流会は、今年度下半期の一大事業と捉え、
親睦活動・友好委員会を中心に頑張っています。会員の皆様にも、その意をお汲み取りいただき、是非、ご
協力をお願い致します。

次頁へ続く

■ 委嘱状伝達式

・会員増強委員会 委員　　　　　　池上幸平会員
・公共イメージ向上委員会 委員　　小椋文成会員
・インターアクト小委員会 委員　　井上修会員
・資金管理会計小委員会 副委員長　太田明良会員
・資金推進小委員会 委員　　　　　原一馬会員



小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

◆杉本德治

◆井上修

◆肥沼光彦

アラム君、本日の卓話よろしくお願いします。通訳のアミン君が体調不良のため欠席で
す。日本語と英語での卓話となります。皆様の暖かい気持ちでお聞きください。
第39年度の役員・理事及び委員会の構成案を、本日理事会に提案させて頂きます。了承さ
れましたら次回の例会で発表させて頂き執行になりますが、運営の基本は「めだかの学
校」、即ち、誰が生徒か先生か分からないという「全員参加型」です。宜しくお願い致し
ます。
だいぶご無沙汰しております。京都の2月は相対的に外国からのお客様が少なく、今後のた
めの充電期間でいろいろ動き回っています。今年秋に、別途所属している日本モロッコ協
会で、モロッコ旅行が実現しそうです。ご関心がありましたら、どうぞお声がけ下さい。

■ 委員会報告

・2月6日（木）親睦活動･友好委員会の報告　　　澁谷恵二親睦活動･友好委員長
　2 月６日１８時３０分からブラザーボートにて出席者９名で親睦友好委員会を開催
しました。議題は分水ロータリークラブ交流会について行いました。
　内容は、４月６日の行動計画として、さくら鑑賞の参加者選定・集合時間・集合場所・
移動方法・昼食の内容について・さくら鑑賞について・例会・交流会について。
　４月７日、分水ロータリークラブ観光箇所の提案について行いました。

　親睦活動･友好委員会としまして、当クラブは昨年・一昨年と分水ロータリークラブから盛大な歓待を受
けて参りました。予算の関係がありますのですべてが満足いただける歓待はできませんが、多くの会員の皆
様に参加していただくことが一番の歓待だと思います。今から予定を立てていただき多くの参加をお願いい
たします。

・2月9日（日）第3回地区IA委員会及び全国IA研究会長野会議実行委員会の報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上修地区インターアクト委員
　2024-2025 年度 第 3 回 2600 地区インターアクト委員会が令和 7 年 2 月 9 日、開
催されました。参加者は地区委員 12 名。必須の会議で代理出席が 4 名でした。まず
インターアクト独自研修の報告があり、当クラブは先般の伊那西高校の伊豆研修と昨
年の留学生交流会を報告致しました。全12校で実施校が7校 8研修、伊那西が2研修、

5校が実施無しでした。他、上半期の活動反省と下半期の活動計画確認を行いました。
　今年は、第12回全国インターアクト研究会・長野会議が4月 25日、26日、27日と開催されます。国際ロー
タリーの幹部や全国からインターアクト関係者が訪れ
ます。概ね 200 人。松本のブエナビスタを主会場に 25
日には塩尻ワイナリー見学、ガバナーナイトもあり、
26 日 27 日の本会議になります。地区委員はガバナー
ナイトから出席を求められています。2 泊 3 日の日程
です。



次回例会
3月 4日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店　　

・次年度委員会構成の発表

■ 点　鐘 13：30

会員数44名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者25名　　事前メイク1名　　
出席率68.42％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

■ クラブフォーラム

・委員長挨拶　　杉本德治国際奉仕委員長
　卓話者を紹介いたします。
　支援留学生　MD. バディウル　アラム君
　出身地はバングラデシュです。２０２３年に信州大学農学部に入学され今年で３年
目になります。留学期間は今年の９月３０日までの 3 年間です。彼は昨年結婚をし、

奥様はバングラデシュで弁護士の仕事をしているとても美人の奥様です。
　本日の卓話の内容は地球温暖化による暑熱ストレスが鶏に与える影響と対策についての卓話となります。
彼はまだ日本語での会話が不慣れなため、通訳として米山奨学生アミン君をお願いしてありましたが、昨日
より発熱があり欠席となり、アラム君の方で通訳ができる友達を探していただきましたが、見つかりません
でした。最終的には日本語と英語を交えてやることにしましたが、本日の例会に英語が堪能な肥沼会員が出
席しており、急遽お願いをしたところ快く引き受けてくださいました。

・卓話　　支援留学生　エムディ. バディウル　アラム 様
　「鶏の暑熱ストレス軽減に関する研究」について、パワー
ポイントを使ってプレゼンテーションをしてくださいまし
た。

・杉本委員長より
　肥沼会員には、難しい内容をわかりやすく通訳してい
ただき、会員の皆様にアラム君の研究成果を十分に理解
していただく事ができました。大変感謝申し上げます。

「国際奉仕委員会」


